
　
市
は
、
市
民
と
事
業
者
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
、
人
と
自
然
が

共
生
で
き
る
良
好
な
環
境
を
保
全
・

再
生
・
創
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
然
の
恵
み
を
将
来
へ
引
き
継
ぐ

た
め
、『
伊
万
里
市
環
境
基
本
計
画
』

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
は
、
一
定
期
間
ご
と
に
見

直
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
回
は

平
成
17
年
度
に
策
定
し
た
計
画
を

改
定
す
る
も
の
で
、
計
画
期
間
は

平
成
28
〜
37
年
度
の
10
年
間
と
な

り
ま
す
。
今
日
の
社
会
情
勢
や
生

活
様
式
の
変
化
、
気
候
の
変
動
な

ど
の
環
境
問
題
に
対
処
す
る
と
と

も
に
、
法
令
の
改
正
や
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
の
転
換
な
ど
を
反
映

さ
せ
た
も
の
で
、
計
画
内
容
は
市

環
境
基
本
計
画
策
定
委
員
会
に
お

い
て
審
議
し
て
い
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

『
第
２
次
伊
万
里
市
環
境
基
本
計
画
』（
案
）
の

策
定
に
つ
い
て

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パブリックコメント案内
◆意見提出をお願いする資料
　『第２次伊万里市環境基本計画』（案）

◆意見募集期間
　１月４日（月）〜 29 日（金）

◆案の公表先・入手先
⑴環境課または情報広報課市民サービス係
⑵各町公民館または市民図書館
⑶市ホームページ  http://www.city.imari.saga.jp/

◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、

次のいずれかの方法により提出してください。
①メール　kankyou@city.imari.lg.jp
②郵　便　〒 848-8501
　伊万里市立花町 1355 番地１
　伊万里市役所　環境課　あて
③直接提出　案の公表先・入手先⑴または ⑵
④ファックス　㉒７６５０

◆問合先　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

《目標》

学び 育ち つなぐ

学校教育の推進
▷教育内容と『心の教育』の充実
▷学校施設の改築と長寿命化
▷信頼される学校づくり
▷食育の推進、安心で魅力ある

学校給食の提供

平成27年４月に『地方教育行政法』の一部を改正する法律が施行され、地方公共団体には『総合
教育会議』（市長と教育委員で構成）の設置とともに、市長が教育に関する目標と施策の根本的方
針（大綱）を定めることが義務付けられました。そこで、市は、総合教育会議において協議を重ね、
このたび『伊万里市教育大綱』を策定しました。

『伊万里市教育大綱』を策定
● 問合先　企画政策課総合教育推進係（　 ☎㉓２１２５）

生涯学習の推進
▷郷土意識の醸成、地域づくり
　を担う人材の育成
▷本に親しむ時間と空間を共有

　する『家
うち

読
どく

』の推進

青少年の健全
育成の推進

▷青少年育成団体の活性化、指
　導者の育成
▷非行防止に関する啓発と活動

スポーツの振興
▷大会の開催、指導者の育成
▷競技力の向上
▷スポーツに親しむ環境づくり
▷観光との融合（スポーツツー

リズム）

人権教育と
啓発の推進

▷人権意識の高揚
▷人権の啓発（講演会など）

文化活動の推進
▷市民の主体的な文化活動の
　促進
▷国際感覚を身に付けた人材の
　育成

文化財の
保護と活用

▷文化財の保存、継承者の育成
▷文化財を活用した学習機会の
　創出
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国のマイナンバー
広報キャラクター
『マイナちゃん』

マイナンバー が始まりました
１月から

マイナンバーとは、住民票を有するすべての人が持つ12桁の個人番号のことで、国の
行政機関や地方公共団体などにおいて、社会保障や税、災害対策の分野で利用します。
マイナンバーの利用が１月から開始され、今後、これらの事務で使用する申請書など
に番号の記載が必要になります。

◆マイナンバー制度のお問い合わせは

『マイナンバー総合フリーダイヤル』0120-95-0178（無料）
● 平　日　午前９時 30 分〜午後 10 時　　● 土・日曜日、祝日（年始を除く）午前９時 30 分〜午後５時 30 分

■社会保障に関してマイナンバーの記載が必要となる主なもの

①国民健康保険、後期高齢者医療

◆被保険者の資格などに関するもの
▷限度額適用の認定申請
▷被保険者証や高齢受給者証、限度額適用認定証の
　再交付申請
◆高額療養費などに関するもの
▷高額療養費・療養費の支給申請

● 問合先　長寿社会課医療保険係（☎㉓２１５３）

④障害者福祉

◆障害者手帳の交付に関するもの
▷身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付申請
◆介護給付費などに関するもの
▷給付費の支給申請
▷利用者負担の減額・免除申請
▷申請内容の変更届け出
▷受給者証の再交付申請
◆自立支援医療費に関するもの
▷医療費の認定・再認定・変更申請
◆障害児通所給付費に関するもの
▷給付費の支給申請
▷申請内容の変更届出、決定内容の変更申請
◆特別児童扶養手当などに関するもの
▷手当の認定申請、手当額の改定請求
◆重度心身障害者医療費の受給資格、助成に関するもの
▷受給資格の登録・更新申請
▷受給資格証の再交付申請
▷医療費の助成申請

● 問合先　福祉課社会福祉係（☎㉓２１５６）

②介護保険

◆被保険者証に関するもの
▷被保険者証の交付・再交付申請
◆認定区分に関するもの
▷要介護・要支援の認定・再認定・変更申請
◆福祉用具購入費・住宅改修費に関するもの
▷福祉用具購入費の支給申請
▷住宅改修費の支給申請
◆高額介護サービス費などに関するもの
▷高額介護・介護予防サービス費の支給申請
▷高額介護合算療養費の支給申請
▷負担限度額の認定申請

● 問合先　長寿社会課介護給付係（☎㉓２１５４）、
　高齢福祉・介護認定係（☎㉓２１６２）

③母子保健

◆妊娠に関するもの
▷妊娠の届け出
◆出生に関するもの
▷低体重児（2,500グラム未満）の届け出

● 問合先　健康づくり課保健予防係（☎㉒３９１６）

⑤子育て支援

◆ひとり親家庭等医療費に関するもの
▷受給資格の認定・更新申請
▷受給資格証の交付・再交付申請
▷医療費の助成申請
◆児童手当に関するもの
▷手当の認定申請
◆児童扶養手当に関するもの
▷手当の認定申請
▷現況の届け出、手当額の改定請求

● 問合先　福祉課子育て支援室（☎㉓２１７４）

■一部ＩＰ電話などで上記につながらない場合（有料）
▷マイナンバー制度に関すること　050 - 3816 - 9405
▷通知カード、個人番号カードに関すること

　050 - 3818 - 1250

■英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語対応
▷マイナンバー制度に関すること　0120 - 0178 - 26
▷通知カード、個人番号カードに関すること

　0120 - 0178 - 26
※ 英語以外の言語は、平日９時 30 分〜午後８時まで

9 2016.1



　
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
２
月
１
日
（
月
）

ま
で
に
税
務
課
固
定
資
産
税
係
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国

税
（
法
人
税
、
所
得
税
）
の
確
定

申
告
と
は
異
な
り
ま
す
。

◆
償
却
資
産
と
は
　

　
土
地
と
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

産
の
こ
と
で
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
、
会
社
や
個
人
が
事
業

の
た
め
に
所
有
し
て
い
る
構
築

物
や
機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど

を
い
い
ま
す
。

◆
注
意
点
　

　
農
作
業
で
使
用
す
る
ト
ラ
ク

タ
ー
や
田
植
え
機
な
ど
の
う

ち
、
次
の
⑴
・
⑵
の
条
件
を
満

た
す
も
の
は
、
農
耕
作
業
用
小

型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る
た

め
、
償
却
資
産
の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

⑴
乗
用
装
置
を
備
え
て
い
る

⑵
最
高
速
度
が
時
速
35
㌔
未
満
で

あ
る

※
農
耕
作
業
用
小
型
特
殊
自
動
車

は
、
償
却
資
産
の
申
告
か
ら
除

外
す
る
と
と
も
に
、
軽
自
動
車

税
の
申
告
を
行
い
、
標
識
（
ナ

ン
バ
ー
）
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
私
有
地
内
だ
け
の
使

用
で
、
公
道
を
走
ら
な
い
場
合

で
も
、
標
識
の
交
付
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）・

法
人
番
号
の
記
載
開
始

　
平
成
28
年
度
の
償
却
資
産
の
申

告
か
ら
、
申
告
書
に
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）ま
た
は
法
人
番

号
の
記
載
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
給
与
支
払
報
告
書
な
ど
の
提
出

や
法
人
市
民
税
の
申
告
、
固
定

資
産
税
の
償
却
資
産
の
申
告
に

つ
い
て
は
、
地
方
税
の
総
合
窓

口
『
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ(
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
）』
に
よ
る
電
子
申
告
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

eltax.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
27
年
中
に
資
産
の

増
減
が
あ
っ
た
人
は
、
そ
の
資

料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
償
却
資
産
に
つ
い
て

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

▽
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

固
定
資
産
税
に
関
す
る

事
業
用
償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　
お
な
じ
み
の
昔
話『
桃
太
郎
』。

桃
太
郎
は
、
悪
い
鬼
を
退
治
す

る
た
め
に
鬼
ヶ
島
へ
行
く
途
中
、

出
会
っ
た
キ
ジ
、
サ
ル
、
イ
ヌ
に

き
び
だ
ん
ご
を
与
え
て
家
来
に

し
ま
し
た
。
キ
ジ
は
、
上
空
か

ら
島
の
様
子
を
調
査
し
て
桃
太

郎
に
伝
え
、
偵
察
機
の
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
情
報
を

基
に
戦
略
を
練
り
、
鬼
ヶ
島
城

の
門
の
鍵
を
開
け
た
の
が
サ
ル
。

そ
し
て
、
開
門
と
同
時
に
、
先

頭
に
立
っ
て
吠
え
な
が
ら
突
き

進
ん
だ
の
が
イ
ヌ
で
し
た
。

　
こ
の
三
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
役
割
が
あ
り
、
特
に
猿
（
サ

ル
）
は
知
能
が
高
く
、
手
先
も

器
用
な
こ
と
か
ら
、
桃
太
郎
か

ら
の
信
頼
が
厚
く
重
用
さ
れ
、

鬼
ヶ
島
征
伐
の
立
役
者
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、猿
の
化
身
で
太

陽
神
の
使
者
と
さ
れ
る
『
猿さ
る

神が
み

』

は
、
東
京
都
千
代
田
区
の
日
枝

神
社
に
祀ま
つ

ら
れ
て
お
り
、
新
年

の
初
詣
で
は
、
干え

支と

に
ち
な
ん

で
例
年
よ
り
も
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
人
間
は
、
猿
か
ら
進
化
し
た

と
言
う
く
ら
い
で
す
か
ら
、
人

間
に
と
っ
て
、
猿
は
動
物
の
中

で
最
も
近
い
存
在
で
す
。
大
分

市
に
あ
る
高
崎
山
自
然
動
物
園

で
は
、
多
く
の
猿
が
群
れ
を
な

し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の

状
況
は
、
人
間
社
会
と
重
な
っ

て
見
え
ま
す
。
猿
は
、
確
か
に

頭
は
良
い
で
す
が
、
そ
の
反
面
、

ず
る
賢
い
面
も
あ
り
ま
す
。
昔

話
『
さ
る
か
に
合
戦
』
で
は
、

猿
が
柿
の
木
に
登
れ
な
い
蟹
に

柿
を
取
っ
て
と
頼
ま
れ
ま
す
。

す
る
と
、
木
に
よ
じ
登
っ
て
赤

く
熟
し
た
実
は
自
分
が
食
べ
、

青
く
て
硬
い
実
を
蟹
に
投
げ
つ

け
た
と
こ
ろ
、
蟹
は
シ
ョ
ッ
ク

で
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
だ

ま
し
た
猿
は
、
の
ち
に
殺
さ
れ

た
蟹
の
子
ど
も
た
ち
に
仕
返
し

を
さ
れ
る
と
い
う
話
で
す
。

　
今
年
は
申さ
る

年
。
昨
年
の
暮
れ

に
は
、
街ま
ち

中な
か

に
出
没
し
た
と
の

目
撃
情
報
が
市
に
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。『
病
や
疫や
く

が
さ●

る●

』
と
縁

起
担
ぎ
が
な
さ
れ
る
一
方
、『
さ●

る●

も
木
か
ら
落
ち
る
』
と
い
う

こ
と
わ
ざ
は
、
人
間
の
油
断
や

慢
心
を
戒
め
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
非
常
に

才
能
に
富
ん
だ
猿
を
見
習
い
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
知
恵
と
工
夫
で
、

平
穏
無
事
に
一
年
を
過
ご
さ
れ

ま
す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

 

猿
（
申
）

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

↑「生産能力が６倍に向上する」と
　話す前田嘉

よしひさ

久代表取締役（左）

　
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ａ
工
業
株
式
会
社
（
波

多
津
町
）
が
七
ツ
島
工
業
団
地
に

新
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、

11
月
25
日
、
同
社
と
市
は
立
地
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
同
社
は
、

主
に
船
舶
用
部
材
や
鋼
構
造
物
を

製
造
。
現
在
の
工
場
が
手
狭
な
こ

と
か
ら
体
制
を
整
え
て
受
注
拡
大

を
図
る
た
め
、第
一
工
場（
唐
津
市
）

を
移
転
し
、
新
工
場
を
建
設
す
る

も
の
で
す
。
約
２
５
６
９
平
方
㍍

の
敷
地
に
、
新
工
場
（
１
１
９
２

平
方
㍍
）
と
事
務
所
を
建
設
し
、

本
社
も
工
場
内
に
移
転
し
ま
す
。

投
資
額
は
建
物
と
機
械
設
備
で

１
億
３
３
０
０
万
円
。
平
成
27
年

12
月
に
着
工
し
、
４
月
に
操
業
開

始
予
定
で
す
。
事
業
拡
大
に
伴
い
、

平
成
31
年
３
月
ま
で
に
地
元
か
ら

20
人
を
新
規
雇
用
す
る
計
画
で
す
。

七
ツ
島
工
業
団
地
に
新
工
場

Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ａ
工
業
と

立
地
協
定
を
締
結
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